





















































た。またグリセロール放出能は担癌群，飢餓群.健常群の1領にそれぞれ511，365， 201nmol/ g /hrで、あっ
た。次に各群血禁中よりフェニルセフアロースカラムを用いて抽出したA1S両分をマウス3T3-L1細胞培
養系に添加した時の培養上清中のグリセロール放出能はそれぞれ0.370，0.265， 0.288μmol/l05 cellsであ
り，細胞内トリグリセライド量はそれぞれ0.294，0.316， 0.340μmol/l05 cellsで、あった。 AISを含む血清
添加により培養上清中のグ1)セロール量は梢加するが反復血類浄化療法施行群では培養卜清中のグリセ
ロール量の低下が認められた。
これらの成績より悪液質の脂質代謝ではlipolysisit:進， Iipogenesis低下と Lて特徴づけられ，その要因
としてA1Sが関与する可能性，さらに血柴浄化療法によってこれらの脂質代謝異常が改善される可能性が
ポされた。
以上の研究内容は末期癌患者における癌悪液質の病態解明及び病態改善を目的とする治療法の研究に寄
与するものである。よって博士(医学)の学位を授与されるに値する色のと判定された。
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